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ハイブリッドモールの掘削方式と排土処理方式ハイブリッドモールの特徴とシステム概要図

方式 SS方式 NS方式 NN方式

泥濃式泥水式掘削方式

特長

排土処理方式

泥濃式

吸引式還流式還流式

● ●

●

ド

泥水

排土タンク

NS方式

SS方式 NN方式

一台で３方式の推進が可能です。土質に合わせた最適な掘削方式と排土処理方式の組み合わせで
切羽面の安定を確保、トラブルを回避し安全施工を実現します。　

汚泥の大幅削減および高濃度泥水や裏込め材等への再利用が可能です。
泥水処理設備による円滑な土砂分級処理で、環境対策（ゼロエミッション）に貢献します。

掘削機内の配管制御ラインを切替えるだけで掘削方式が変わります

吸排泥装置で排泥タンク
にストック後産廃処理

送排泥ポンプで搬送し、
泥水処理分級
高濃度泥水は再利用

送排泥ポンプで搬送し、
泥水処理

細粒分の多い礫混入率が
少ない土質に適している
礫分級が不要

礫径が大きく透水性の高位
な土質に適している
排泥土制御装置で還流式に
排土処理を変換する
高濃度泥水に分級後の細粒
泥水を再利用する

細粒分が少なく、透水性が
中位の土質が最適で、逸泥
が少なく、分級処理効果が
高い
岩盤では掘削効率が高い

排土処理方式
還流式

排土バルブ

排泥土制御装置

作泥材
送泥
排泥

カッタチャンバ

掘削方式
泥濃式

排土処理方式
還流式

排土バルブ

排泥土制御装置

送泥

排泥

カッタチャンバ

掘削方式
泥水式

排土処理方式
吸引式

排土バルブ

排泥貯留槽

作泥材

大気圧

排泥

カッタチャンバ

掘削方式
泥濃式

滑材注入

一次サイクロン

汚水処理機
再利用

油圧ユニット

中央
操作盤

走行式門形クレーン

送泥管
送泥ポンプ（P1）

排泥ポンプ（P2）

排泥管

流量計

推進架台

高濃度泥水プラント

撹拌機

二次サイクロン

排泥土制御装置

高濃度泥水注入
ハイブリッドモール掘進機

沈殿槽 調整槽

立坑バイパス

元押ジャッキ

SS方式 NS方式

システム概要図（NS方式）

NN方式
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土質区分とカッタヘッド種別 コンパクト立坑発進の施工イメージ

汚泥産量・作泥削減の目安

〈スポーク〉 〈普通面板〉 〈特殊面板〉

●

立坑標準寸法・さや管仕様（標準管推進）

1.60
1.60
1.65
1.70
1.75
1.80

1.12
1.23
1.35
1.46
1.58
1.75

3.00
3.00
3.00
3.20
3.30
3.50

800
900
1000
1100
1200
1350

立坑寸法
φ(m)

さや管

内径
φ(m)

長さ
L (m)

立坑

呼び径

● ハイブリッドモールは掘削方式が泥濃式、排土処理方式が還流式、作泥材は再利用の場合
● 泥濃式は直接排土方式の場合

汚泥産量・作泥削減の目安

砂質土で礫率10％以下かつ平均Ｎ値10以下とし、
最大礫径を20㎜以下とする。

粘性土で平均Ｎ値は３未満とする。

砂質土で礫率30％以下かつ平均Ｎ値50以下とし、
最大礫径を50㎜以下とする。

粘性土で平均Ｎ値は10以下とする。

礫率50％以下とする。
最大礫径について呼び径の30％以下かつ400㎜以下とする。

礫率65％以下とする。
最大礫径について呼び径の50％以下とする。

礫率90％以下とする。
最大礫径について呼び径の100％程度とする。

硬質粘土や土丹または固結土砂などで、
一軸圧縮強度15ＭＮ/㎡以下とする。

一軸圧縮強度40ＭＮ/㎡以下とする。

一軸圧縮強度80ＭＮ/㎡以下とする。

一軸圧縮強度120ＭＮ/㎡以下とする。

個別工事単位に適用の可否・必要な補助工法などを検討する上記条件を
超える特殊土質

特殊面板

特殊面板

特殊面板

スポーク

スポーク

スポーク

特殊面板

特殊面板

普通面板

硬質土

砂礫土

軟弱土 A

B

D

土　質　区　分 カッタヘッド土　　　　　質

岩　盤

砂質土・
 粘性土

Ｅ－１

C－１

C－2

C－3

Ｅ－2

Ｅ－3

ハイブリッドモール用元押ジャッキで標準管の発進が可能になります

注：土質区分によってはカッタヘッドの仕様を変更することがあります。
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ハイブリッドモール施工事例 ②  

発進立坑

推進延長L=225.1m

■掘進機
推進工法用鉄筋コンクリート管（呼び径：2000）
225.1ｍ
複合曲線（150R　25R　25R　50R）

砂地盤における急曲線を含む複合曲線への対応
ならびに低推進力での施工を考慮し、ハイブ
リッドモール工法が採用されました。

砂（Ｎ値：40）　最大礫径：20㎜
7.86m～8.52m

初期発進

到達状況 急曲線S字区間管内状況

62.1m 70.6m 15.2m14.1m 14.9m 17.4m 17.9m

4.00m

8.9m

推進管
掘進機

方向修正ジャッキ
補助ジャッキ

カーブ推進

推進工法用ガラス繊維コンクリート管（呼び径：1000）
107.1ｍ
R=30m×1箇所 （CL=47.1m、交角90°曲線）

高水位で透水性が高い砂礫地盤でも急曲線（R=30m）で、かつ
既設人孔到達という高難度条件であったため、ハイブリッド
モール工法が採用されました。
高水位対応として圧送ポンプにより切羽の安定を図り、既設人
孔到達対応として外筒残置式の回収で施工を完了しました。

粘土混り砂礫層　Ｎ=21　礫率47.6％　最大礫径：90mm
MAX15.5m （地下水位水頭差：約12.9m）

急転換の25R・S字曲線の高難度推進を高精度で完了！

ハイブリッドモール施工事例 ①

発進→到達 到達→発進

発進→到達 到達→発進

R=25m左カーブ

R=25m右カーブ

工事概要工事概要

概要図
概要図

到達立坑

発進立坑

到達既設人孔

発進立坑

■柱状図

R=25m
CL=17.9m

R=25m
CL=17.4m

R=50m
CL=8.9m

R=150m
CL=14.1m

R=30m
CL=47.1m

高水位・急曲線推進での外筒残置による既設構造物への直接到達！

10.1m

49.9m

47
.1

m

推進施工状況掘進機設置状況

到達状況

地下水位水頭差
約12.9m

L=
10
7.
1m

推進延長
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